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大
阪
。大
坂
城
下
町
跡

１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

５
　
遺
跡
の
種
類

一　
大
阪
市
中
央
区
平
野
町

一
丁
目
、
二

大
阪
市
中
央
区

道
修
町

一
丁
日
、
三

大
阪
市
中
央
区
伏
見
町
二
丁
目

一　
一
九
九

一
年

（平
３
）
一
〇
月
を

一
九
九
二
年
四
月
、

一
一　
一
九
九
二
年

一
月
を
五
月
、
三
　
一
九
九
二
年
四
月
を

七
月
②
大
阪
市
文
化
財
協
会

一　
松
尾
信
裕

・
積
山
　
洋

・
清
水
　
和
、
二

伊
藤
　
純
、

一二
積
山
　
洋

。
豆
谷
浩
之

集
落

。
近
世
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

を
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構

の
概
要

大
阪
の
船
場
地
域
は
、
慶
長

三
年

（
一
五
九
八
）
の
大
坂
城
三

の
九
建
設
に
伴
い
新
た
に
開
発

さ
れ
た
城
下
町
で
あ
る
。
そ
れ

以
降
、
大
坂
の
商
業
活
動
の
中

心
地
と
し
て
繁
栄
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
で
は
、
城
下
町
開
発
以

前
か
ら
、
こ
の
地
域
に
は
人
々
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
古
い
遺
構
は
弥
生
時
代
に
遡
り
、
そ
の
後
、
奈
良

・
鎌
倉

。
室
町
と
各
時

代
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今
回
木
筒
が
出
土
し
た
各
調
査
地
は
、
比
較

的
早
い
段
階
か
ら
開
発
が
進
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
船
場
の
北
部
に
位
置
し

て
い
る
。

一
　

〇
Ｊ
九

一
十
二
次
調
査

調
査
地
は
東
横
堀
川
と
堺
筋
の
ほ
ぼ
中
間
、
平
野
町
通
り
と
道
修
町
通
り
に

は
さ
ま
れ
た
地
点
で
あ
る
。
中
世
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
遺
構

・
遺
物
が
検
出

さ
れ
て
お
り
、
戎
下
町
開
発
以
前
の
遺
構
に
は
井
戸
や
大
溝
が
あ
る
。
こ
の
大

溝
は
調
査
地
を
南
北
に
縦
断
し
、
こ
の
調
査
地
の
北
の
調
査
地
点
で
も
検
出
さ

れ
て
い
る
。
大
溝
の
埋
土
は
大
き
く
二
層
に
分
か
れ
、
下
層
が
水
成
粘
上
で
、

上
層
が
人
為
的
な
埋
土
で
あ
る
。
下
層
か
ら
出
土
す
る
遺
物
は

一
四
ぞ

一
五
世

紀
代
の
瓦
質
土
器
が
多
く
、
こ
の
頃
に
掘
削
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
層
か

ら
出
土
す
る
遺
物
に
は

一
六
世
紀
末
の
遺
物
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
人
為
的
な
埋

上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
城
下
町
開
発
の
際
の
整
地
に
よ
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
た

と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
に
報
告
す
る
木
簡
⑪
②
は
、
こ
の
大
溝
の
下
層
埋
土
上

部
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
Ｏ
ω
は
、
大
坂
の
陣
の
後
に
形
成
さ
れ

た
町
屋
敷
の
奥
手
に
作
ら
れ
た
廃
乗
土
坑
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
。　
一
七

世
紀
前
半
の
遺
物
が
共
伴
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
一　
〇
Ｊ
九

一
十

一
一
次
調
査

(大阪東北部)



1992年出上の木簡

調
査
地
は
、
道
修
町
通
り
を
堺
筋
か
ら
東
に
入
っ
た
地
点
で
、　
一
の
調
査
地

の
西
約

一
〇
〇

ｍ
の
位
置
に
あ
た
る
。
木
簡
は
、
大
坂
の
陣
の
焼
土
層
を
切
る

廃
乗
土
坑
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴
し
て
い
る
陶
磁
器
か
ら
、　
一
七
世
紀
前
半
頃

に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
点
貌
は
、
合
計
七
二
点
で
あ
る
。

〓
一　
〇
Ｊ
九
二
十

一
次
調
査

調
査
地
は
伏
見
町
通
り
を
堺
筋
か
ら
西
に
入
っ
た
地
点
で
あ
る
。
本
調
査
地

で
の
出
土
木
筒
は
合
計
二

一
四
点
。
時
代
別
内
訳
は
、
豊
臣
氏
大
坂
城
前
期

（大
坂
城
三
の
丸
築
城

〔慶
長
三
年
〕
以
前
）
三
点
、
豊
臣
氏
大
坂
城
後
期

（大
坂
の

陣

〔慶
長
一
九
・
二
〇
年
〕
以
一Ｕ

五
八
点
、
徳
川
氏
大
坂
城
初
期

（大
坂
の
陣
以

後
）

一
五
三
点
で
あ
る

（表
３
。

①
　
豊
臣
氏
大
坂
城
前
期

一
六
世
紀
後
半
の
盛
土
層
か
ら
木
筒
二
点
が
出
上
し
た
。
ま
た
こ
の
盛
土
層

上
面
か
ら
掘
込
ま
れ
た
上
坑
か
ら
は
、
①
が
出
上
し
て
い
る
。
同
じ
土
坑
か
ら

鬼
瓦
を
含
む
多
量
の
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、
瓦
葺
建
物
に
伴
う
遺
構
と
考
え
ら

れ
る
。

③
　
豊
臣
氏
大
坂
城
後
期

大
坂
の
陣
の
焼
土
層
直
下
の
遺
構
面
で
、
東
西
に
軒
を
連
ね
る
数
軒
の
礎
石

建
物
が
検
出
さ
れ
た
。
②
ぞ
０
は
、
こ
れ
ら
の
屋
敷
地
奥
手
の
土
坑
お
よ
び
盛

土
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
出
上
位
置
の
分
布
状
況
か
ら
み
て
、
特
定
の
屋
敷
地

か
ら
ま
と
ま
っ
て
出
上
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

⑤
　
徳
川
氏
大
坂
城
初
期

木
簡
⑥
を
⑩
は
い
ず
れ
も
、
大
坂
の
陣
の
焼
土
層
直
上
の
盛
土
層
上
面
か
ら

掘
込
ま
れ
た
廃
棄
土
坑
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
陶
磁
器
類
の
組
成
か
ら

大
坂
の
陣
後
ご
く
早
い
段
階
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
上
坑
か
ら
、
削
居

を
含
む
合
計

一
五

一
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
共
伴
す
る
遺
物
に
は
、
木

簡
以
外
の
木
製
品
の
ほ
か
、
魚
類
の
骨
や
鱗
、
貝
殻
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
上
比
以
外
に
、　
一
七
世
紀
代
の
井
戸
三
箇
所
か
ら
木
簡
が
各
一
点
ず
つ
出
土

し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

Ｏ
Ｊ
九

一
十

一
一
次
、
九
二
十

一
次
調
査
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
、
出
土
点

((1)～ (10)は写真・釈文に対噂)

年  代 出土位置 点 孜
=な
月 容

豊臣氏大

坂城前期

蛍

盛土層

布百四拾端/(伊房)勢太神宮    (1)
あかむろ

小計

大

期

氏

後

臣

城

豊

坂

①

②

③

④

層

養
鎖
蛍
歯
鮭

さlr               (2)
(判頷不能)

あじ、さば、小たい

慶、飽、はも、きば      (3)(4)
さば、とびうお、かしら,むろ  (5)

小計

軽川氏

大坂城朗

壌難

　

　

　

　

Ю

聰

廃
　
　
　
　
　
井

弁

1

1

大きかてんま丁、かます、うるめ、あじ
、いさき、しまあじ、さば、ぃとより、

ふし、かしら、とら、たい、ひたい、え

そ、はも        (6)～ (10)
(判読不鰭、板状)

むろ

計

表 1 0J92-1次 調査 出土木簡一覧



数
が
多
数
で
あ
る
た
め
、
代
表
的
な
木
簡
の
釈
文
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

一
　
〇
Ｊ
九

一
十
二
次
調
査

ｘ
本
の
内
　
経
右
衛
門

二
本
の
内

(1)ω
ｌ
Ｏ
は
形
態
か
ら
い
ず
れ
も
荷
札
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
④

（図

面
参
照
）
は
薄
板
に
絵
を
描
い
た
後
、　
へ
ら
状
に
加
工
し
た
も
の
で
あ
る
。　
こ

の
ほ
か
「
〆
」
に
似
た
墨
書
の
あ
る
角
蓋
板
６
冨
×
］〓
×
じ
が
出
上
し
て
い
る
。

一
一　
〇
Ｊ
九

一
十

一
一
次
調
査

①
　
　
ま
軽
屯
百
五
十
入
　
四
郎
左
衛
門
」
　
　
（群
Ｖ
μ貿
卜
ｏ器

□
□
五
百
入
」

。
「
ｏ
五
郎
右
衛
門
殿
　
可
兵
衛
」

。
「
ｏ
五
郎
右
衛
門
殿
　
可
兵
衛
」

（
μ
卜
中
）
×
μ
∞
×
卜
　
ｏ
∞
∞

ト
ト
ト
×

〕
Φ
×

∞
　

ｏ
牌
μ

「
＜
い
セ
き
」

。
「
＜
十
石
の
内
二
郎

。
「
＜
日
Ш

（
μ
Ｏ
∞
）
×

ド
『
×

伽
　

〇
∞
ド

ド
や
〕
×

〕
『
×

∞
　

Φ
∞
〕

〔総
畠
□
右
衛
門
」」

μ
∞
『
×

〕
∞
×

卜

　

〇
∞
酌

(2)

-

(1)―

112
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1992年出土の木簡

Ｏ
Ｊ
九
一
十

一
一
次
調
査
出
土
木
簡

一一一ヽヽ
跡
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14)(71

μ
∞
９
×
∞
∞
×
］
　
ｏ
Ｐ
ド

吉
左
衛
門
」

十ｒ一洋畦令　　　‐一　　　　　　　　　　　　　（Ｐ一嗅）
）〈∞〇
〉〈や　　〇伽Φ

い
ず
れ
も
荷
札
木
筒
で
あ
る
。
④
⑥
に
は

「大
き
は
」
「
た
い
」
と
あ
り
、

調
査
地
の
北
側
付
近
に
元
和
八
年

（
三
全
〓
し
ま
で
魚
市
場
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
当
地
に
も
こ
れ
と
関
連
す
る
施
設
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
⑦
は

煙
草
の
荷
札
で
あ
る
。
「正
味
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
加
工
前
の
葉
で
は
な
く
、

製
品
と
し
て
加
工
さ
れ
た
も
の
に
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
か
。
煙
草
は
ポ
ル
ト

ガ
ル
船
に
よ
っ
て
豊
臣
期
に
日
本
に
入
っ
て
き
た
と
さ
れ
、
慶
長
年
間
に
は
国

内
で
も
裁
培
が
始
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
に
は
年
紀
は
な
い
が
、

慶
長
年
間
の
少
し
後
、　
一
七
世
紀
の
前
半
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

急
速
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
喫
煙
の
風
習
の
背
景
に
あ
る
、
商
品
と
し
て
の
煙
草

の
流
通
の

一
端
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
で
あ
る
。

〓
一　
〇
Ｊ
九
二
十

一
次
調
査

豊
臣
氏
大
坂
城
前
期
土
坑

ω
　
・　
＜
布
百
四
十
端
　
　
　
」

〔伊
己

一
　
ｒ
畠
回
　
”阻
醐
｝
天
帥
埋
呻
昨
］
」
　
　
　
　
　
　
　
・　
台
協
）
×
奮
ｘ
Φ
　
ｏ離

豊
臣
氏
大
坂
城
後
期
土
坑

②
　
　
　
□
さ
は
五
十〔酔解
能
さ
は
三
百

・　
×
　
ち
十
六
日
□

以
上
合
物
□
百
六
十
六
　
」
　
　
　
　
　
・

日
回国
大
夫
　
　
」
　

　

（】じ

る
反
ト

回
右
衛
門
尉
」」

　
　
　
　
　
　
騨『〕
Ｘ
，ミ
×
い

「
大
さ
は
百
入
」

「
多
右
衛
門
　
」

「
＜
竹
田
□
□
」

「
＜
口

回

　

」

「
た
い
□
五
十
入
」

「
た
い
口

口

　

」

層色乗督
こ  七
七 拾
拾  斤
斤

μ
ω
『
×

〕
Φ
×

∞
　

〇
釦
μ

μ
ω
岸
×

〕
⇔
×

卜
　

〇
∞
∞

。

ｘ
与
三
左
衛
門
殿

Ｏ
　
ｏ
「
＜
絶
か
ら
付
四
十

名
＜
之
ゝ
口
回

④
　
　
ｘ
慶
ｘ

豊
臣
氏
大
坂
城
後
期
盛
土
層

⑥
　
。
「
＜
鯖
百
士
入
」

名

＜
日

回

　

」

（
い
］
）
×
（
Ｐ
”
）
×
∞
　
Φ
∞
ド

μ
μ
卜
×

μ
∞
×

ヽ
　

Φ
∞
∞



1992年出上の木簡

Ｏ
Ｊ
九
二
十

一
次
調
査
出
土
木
簡



徳
川
氏
大
坂
城
初
期
土
坑

「
ｏ
志
ま
あ
ち
弐
十
入
」

「
○
　
　
　
　
士
心
謙印
　
　
　
　
　
　
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ岸⇔
×
∞】
×
∞　
〇一μ

「
＜
大
さ
か
て
ん
ま
丁
　
五
郎
右
衛
門
尉
」

「
＜
大
さ
か
て
ん
ま
丁
　
五
郎
右
衛
門
尉
」

μ『受
］貿
『
ｏ講

「
＜
い
と
よ
り
拾
五

く
ち
十
を
ふ
ゑ
そ
五
つ
」

（
マ
マ
）

「
＜
大
郎
吉
　
　
　
　
　
　
」
　

　

　

　

　

μ卜受
〕受
『
Φ鰹

「
＜
大
ぶ
し
弐
束
入
　
四
価
入
内
　
」

「
＜
惣
右
衛
門
殿
　
久
右
衛
門
　
　
」
　

　

μ⇔受
】受
⇔
Φ驚

「
ぶ
し

一
兵
衛
二
□
六
郎

×

「
少
左
衛
門

八
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（愚
ｙ
∞翼
∞
目

llol紹
介
し
た
木
筒
を
は
じ
め
、
本
調
査
地
で
出
上
し
た
木
簡
の
大
部
分
が
魚
介

名
を
記
し
た
荷
札
木
簡
で
あ
る
。
堺
筋
を
は
さ
ん
だ
現
在
の
伏
見
町
周
辺
は
、

豊
臣
時
代

（天
正
年
間
と
す
る
説
と
慶
長
二
年
と
す
る
説
が
あ
る
）
か
ら
元
和
八
年

（
〓
全
〓
０
ま
で
の
間
魚
市
場
が
存
在
し
た
と
言
わ
れ
で
お
り
、　
一
九
八
六
、

七
年
度
の
調
査
で
も
魚
市
場
関
係
の
木
簡
が
大
量
に
出
土
し
て
い
る
。
本
調
査

地
で
出
上
し
た
魚
類
の
骨
の
同
定
を
行
な
っ
た
結
果
、
か
な
り
の
割
合
で
骨
と

木
簡
に
記
さ
れ
た
魚
名
と
が

一
致
す
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
⑦
に

記
さ
れ
た

「大
き
か
て
ん
ま
丁
」
の
地
名
は
、
魚
市
場
が
所
在
し
た
時
期
の
町

名

「天
満
町
」
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
地
は
魚
市
場
移
転
後
、
明
治
初

年
に
至
る
ま
で

「本
天
満
町
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ω
の

「
（伊
）
勢
太
神
官
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
は
、
城
下
町
整
備
以
前
の
瓦
葺

建
物
に
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
土
坑
か
ら
出
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
開
発
前
の

船
場
の
様
子
を
窺
い
知
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
資
料
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、

こ
の
時
期
の
盛
土
か
ら
魚
名
を
記
し
た
荷
札
木
簡
が

一
点
出
土
し
て
お
り
、
魚

市
場
の
移
転
時
期
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

松
尾
信
裕

「
「道
修
谷
」

か
ら
道
修
町
へ
」
（働
大
阪
市
文
化
財
協
会

『葦
火
』

三
九
　
一
九
九
二
年
）

伊
藤
　
純

「大
坂
の
陣
の
こ
ろ
の
う
つ
わ
」
（同
『葦
火
』
四
〇

一
九
九
二
年
）

同

「大
坂
城
下
町
の
ベ
ネ
チ
ア
ン
グ
ラ
ス
」
（同
『葦
火
』
四
二

一
九
九
三
年
）

中
尾
芳
治

「大
坂
城
跡
」
翁
木
簡
研
究
』
九
　
一
九
八
七
年
）

森
　
毅

「大
坂
城
跡
」
翁
木
簡
研
究
』
一
〇
　
一
九
八
八
年
）

争
融幌蘇
暴
釧
ぜ
鰊

訥駐
恥
豆藤卸
こ




